
 

データシート 
ADM6840 

逆パワーダウン機能とデイジーチェーン機能を備えた、 
6 チャンネル／8 チャンネルの調整可能シーケンサ／監視回路 

 

19-102121; Rev. A 
アナログ・デバイセズ社は、提供する情報が正確で信頼できるものであることを期していますが、その情報の利用に関して、あるいは利用によって生じる第三者の特許やその他の権利の侵害に関して一切の責任

を負いません。また、アナログ・デバイセズ社の特許または特許の権利の使用を明示的または暗示的に許諾するものでもありません。仕様は、予告なく変更される場合があります。本紙記載の商標および登録商

標は、各社の所有に属します。ここに記載されているすべてのアナログ・デバイセズ製品の提供は、販売状況および在庫状況に依存します。※日本語版資料は REVISION が古い場合があります。最新の内容につい

ては、英語版をご参照ください。 
 

特長 
► 2.7V～15V の広い動作電圧範囲 
► 最大 8 つの電圧を監視 
► 最大 8 つの電圧をシーケンス 
► 逆順または同時の電源オフ 
► 無制限のデイジーチェーン 
► コンデンサで調整可能なシーケンス遅延 
► 出荷時に調整可能なパワーグッド・タイムアウト・オプション 
► 抵抗によりプログラマブルな電源オン・スレッショルド

（VSEQON_TH） 
► 出荷時に調整可能な電源オフ・スレッショルド・オプション

（VSEQOFF_TH） 
► 0.8%精度の電圧モニタリング・スレッショルド（VMON_TH） 
► オープン・ドレイン出力 
► POK 出力によるシステム・マイクロコントローラのリセット 
► DONE 出力によるシーケンス処理完了信号 
► 双方向FAULT入出力 
► 25 バンプ WLP、24 ピンおよび 28 ピン TQFN パッケージ 
► 動作温度範囲：−40ºC～+125ºC 

アプリケーション 
► テレコム機器 
► 試験装置 
► サーバーおよびネットワーク・カード 
► 医療用イメージング 
► 産業用センサーおよびモーター制御 
► FPGA/ASIC の電源シーケンス処理 
► マイクロプロセッサおよびマイクロコントローラの 

シーケンス処理 
► 複数電源のシーケンス処理 
 

概要 
ADM6840 は、最大 6 通りまたは 8 通りの電圧のシーケンス処理

やモニタができる、シーケンサおよび監視回路です。本デバイ

スは、各電源がオンになるときに調整可能な遅延を適用し、各

電源の電圧を監視します。 

ADM6840 は、2.7V～15V の電源範囲で動作し、内部回路に電力

を供給する内部レギュレータ出力（ABP）を備えています。 

シーケンス処理は 2 つの入力（ON およびOFF）によって実現さ

れます。ON入力の立上がりエッジで各チャンネルの電源オン・

シーケンス処理が開始し、OFF入力の立下がりエッジで電源オ

フ・シーケンス処理が開始します。電源オン・シーケンス処理

中、すべての電圧が最終値に到達すると、DONE 出力がハイに

アサートされ、更にリセット・タイムアウト時間（tRP）の経過

後にパワーOK（POK）出力がアサートされてマイクロコント

ローラの動作が可能になります。いずれかの電圧がモニタ・ス

レッショルド（VMON_TH）より下がると、POKがローにアサート

され、すべての出力が同時にディスエーブルされて全シーケン

ス電源が停止します。シーケンサによる電源オフ・シーケンス

処理の開始時、ADM6840 は出力を逆順にシーケンス処理できま

す。 

ADM6840 はオープン・ドレインのリセット出力であり、システ

ム内の任意の数の電圧を制御するために、無制限のデイジー

チェーン接続が可能です。 

ADM6840 は双方向アクティブ・ローのFAULT入出力を備えて

おり、何らかのフォルト状態時にローにアサートされます。こ

れは、フォルト状態中に出力されるワンショット・パルスです。

外部信号によってFAULTをローに引き下げると、すべての出力

が即座にディスエーブルされます。ADM6840 は、2.46mm × 
2.46mm、25 バンプのウェハ・レベル・パッケージ（WLP）
（0.5mm ピッチ）、4mm × 4mm（24 ピン）および 5mm × 5mm
（28 ピン）の TQFN パッケージで提供されます。このデバイス

は、−40ºC～+125ºC の動作温度範囲で完全に仕様規定されてい

ます。 

 
 

 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/adm6840.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/adm6840.pdf
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簡略アプリケーション回路図 

 
図 1. ADM6840E の簡略アプリケーション回路図 

改訂履歴 

3/2026 – Rev. 0: Initial Release 

5/2026 – Rev. A: Updated Table 3 on page 7 

 

https://www.analog.com/jp/index.html
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仕様 
表 1. 電気的特性 

（特に指定のない限り、VDD = 2.7V～15V、VON = VOFF = VABP、TA = −40℃～+125℃。代表値は TA = +25℃での値。1） 

 
 
 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VDD = 2.7V～15V、VON = VOFF = VABP、TA = −40℃～+125℃。代表値は TA = +25℃での値。1） 

 
1 デバイスは TA = +25℃でテストされており、TA = −40℃～+125℃の性能は、シングルパス・フローの設計により裏付けられています。 

 

https://www.analog.com/jp/index.html
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タイミング図 

 
図 2. 電源オン・シーケンスおよびモニタリングのタイミング図（図 35 のアプリケーション回路を参照） 

 
図 3. 電源オフ・シーケンスおよびモニタリングのタイミング図（図 35 のアプリケーション回路を参照） 

 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 4. 電源オン・シーケンスのタイミング図（図 36 のアプリケーション回路を参照） 

 
図 5. 電源オフ・シーケンスのタイミング図（図 36 のアプリケーション回路を参照） 

 

https://www.analog.com/jp/index.html
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絶対最大定格 
特に指定のない限り、TA = +25℃。 

表 2. 絶対最大定格 

 
 
上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えると、デバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。この規定はストレス定格のみを指

定するものであり、この仕様の動作のセクションに記載する規定値以上でのデバイス動作を定めたものではありません。デバイスを長時

間にわたり絶対最大定格状態に置くと、デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 

静電放電（ESD）定格 
以下の ESD 情報は、ESD に敏感なデバイスを取り扱うために示したものですが、対象は ESD 保護区域内だけに限られます。 

ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠の人体モデル（HBM）。ANSI/ESDA/JEDEC JS-002 準拠の電界誘起帯電デバイス・モデル（FICDM）。 

ADM6840 の ESD 定格 
表 3. ADM6840、25 バンプ WLP 

 
 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ESD に関する注意 

 
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されないまま放電することがあります。本製品は当社独自の特許技術である ESD
保護回路を内蔵してはいますが、デバイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷を生じる可能性があります。した

がって、性能劣化や機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措置を講じることをお勧めします。 
 
パッケージ情報 
表 4. パッケージ情報 

 
 

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、パッケージ索引で確認してください。パッケージ・コード

の「+」、「#」、「−」は RoHS 対応状況のみを示します。パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合がありますが、図面は

RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示しています。 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、IC パッケージの熱特性評価を参照してください。 
 
 

https://www.analog.com/jp/index.html
http://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
http://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/package/pkg_pdf/wlp/21-100778a.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/package/pkg_pdf/tqfn-cu/21-0140.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/land-pattern/tqfn-cu/90-0026.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/package/pkg_pdf/tqfn/21-0139.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/land-pattern/tqfn/90-0022.pdf
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ピン配置およびピン機能の説明 

ADM6840S 25 バンプ WLP 

 

ADM6840S 24 ピン TQFN 

 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ADM6840E 25 バンプ WLP 

 

ADM6840E 28 ピン TQFN 

 
 

https://www.analog.com/jp/index.html
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端子説明 
表 5. 端子説明 

ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

A1 1 A1 1 ABP 

内部電源バイパス入力。0.1µF のコンデン

サを ABP と GND の間に接続します。ABP
は、内部回路に給電するための内部生成電

圧です。外部回路には接続せず、無接続の

ままにするか GND に短絡してください。 

Power 

A2 2 A2 2 VDD 
デバイス電源入力。2.7V～15V の電源に接

続します。VDD は 0.1µF のコンデンサで

GND にバイパスします。 
Power 

A3 3 A3 3 POK 

オープン・ドレインのパワーOK 出力。電

源オン・シーケンス処理中は、SET6
（ADM6840S）／SET8（ADM6840E）の

電圧が 0.5V より高く上昇すると、リセッ

ト・タイムアウト時間経過後にこの出力が

低インピーダンスから高インピーダンスに

変化します。 
この出力は、SET 入力の電圧が 0.5V より

低くなるか、外部信号によってFAULTが
プルダウンされると、ローにプルダウンさ

れます。POK には、外付けプルアップ抵

抗が必要です。 

Digital Output 

A4 6 A4 8 OUT1 

オープン・ドレイン出力 1。 
電源オン・シーケンス処理開始（ON 入力

がローから 0.5V より高く上昇）後、シー

ケンス遅延 tDLYの経過後に OUT1 が低イン

ピーダンスから高インピーダンスに変化し

ます。 
電源オフ・シーケンス処理中は、SET2 ピ

ンの電圧が 0.5V 未満に下がると、シーケ

ンス遅延 tDLY の経過後に OUT1 が高イン

ピーダンスから低インピーダンスに切り替

わります。OUT1 には、外付けプルアップ

抵抗が必要です。 

Digital Output 

A5 7 A5 9 OUT2 

オープン・ドレイン出力 2。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET1 の

電圧がスレッショルド電圧（立上がり）を

超えると、シーケンス遅延 tDLY の経過後に

OUT2 が低インピーダンスから高インピー

ダンスに変化します。電源オフ・シーケン

ス処理中は、SET3ピンの電圧が 0.5V未満

に下がると、シーケンス遅延 tDLY の経過後

に OUT2 が高インピーダンスから低イン

ピーダンスに切り替わります。OUT2 に

は、外付けプルアップ抵抗が必要です。 

Digital Output 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

B1 23 B1 27 SET2 

監視スレッショルド 2 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET2 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 2 をディスエー

ブルするためには、SET2を ABP に接続し

ます。SET2 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

B2 24 B2 28 SET1 

監視スレッショルド 1 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET1 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 1 をディスエー

ブルするためには、SET1を ABP に接続し

ます。SET1 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

B3 4 B3 4 FAULT 

双方向入力およびアクティブ・ローのオー

プン・ドレイン出力。 
入力フォルトが検出されると、このピンは

ローにアサートされます。外部信号がこの

ピンをローにプルダウンすると、すべての

出力が停止し、ADM6840 が初期化状態に

設定されます。 

Digital 
Input/Output 

B4 8 B4 10 OUT3 

オープン・ドレイン出力 3。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET2 ピ

ンの電圧がスレッショルド電圧（立上が

り）を超えると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT3 が低インピーダンスから高イ

ンピーダンスに変化します。 
電源オフ・シーケンス処理中は、SET4 ピ

ンの電圧が 0.5V 未満に下がると、シーケ

ンス遅延 tDLY の経過後に OUT3 が高イン

ピーダンスから低インピーダンスに変化し

ます。OUT3 には、外付けプルアップ抵抗

が必要です。 

Digital Output 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

B5 9 B5 11 OUT4 

オープン・ドレイン出力 4。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET3 ピ

ンの電圧がスレッショルド電圧（立上が

り）を超えると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT4 が低インピーダンスから高イ

ンピーダンスに変化します。 
電源オフ・シーケンス処理中は、SET5 ピ

ンの電圧が 0.5V 未満に下がると、シーケ

ンス遅延 tDLY の経過後に OUT4 が高イン

ピーダンスから低インピーダンスに変化し

ます。OUT4 には、外付けプルアップ抵抗

が必要です。 

Digital Output 

C1 21 C1 25 SET4 

監視スレッショルド 4 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET4 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 4 をディスエー

ブルするためには、SET4を ABP に接続し

ます。SET4 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

C2 22 C2 26 SET3 

監視スレッショルド 3 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET3 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 3 をディスエー

ブルするためには、SET3を ABP に接続し

ます。SET3 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

C3 5 C3 6 DONE 

オープン・ドレインのシーケンス処理完了

出力。 
電源オン・シーケンス処理が完了すると、

DONE が低インピーダンスから高インピー

ダンスに変化します。電源オフ・シーケン

ス処理中は、このピンは SET1 の電圧がス

レッショルド未満に下がるまで高インピー

ダンスの状態を保ちます。 
フォルトが発生すると、このピンはローに

アサートされます。 

Digital Output 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

C4 11 C4 13 OUT6 

オープン・ドレイン出力 6。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET5 ピ

ンの電圧がスレッショルド（立上がり）を

超えると、シーケンス遅延 tDLY の経過後に

OUT6 が低インピーダンスから高インピー

ダンスに変化します。電源オフ・シーケン

ス処理中は、OFF（ADM6840S）／SET7
（ADM6840E）の電圧が 0.5V 未満に下が

ると、シーケンス遅延 tDLY の経過後に

OUT6 が高インピーダンスから低インピー

ダンスに切り替わります。OUT6 には、外

付けプルアップ抵抗が必要です。 

Digital Output 

C5 10 C5 12 OUT5 

オープン・ドレイン出力 5。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET4 ピ

ンの電圧がスレッショルド電圧（立上が

り）を超えると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT5 が低インピーダンスから高イ

ンピーダンスに変化します。電源オフ・

シーケンス処理中は、SET6 ピンの電圧が

0.5V 未満に下がると、シーケンス遅延 tDLY

の経過後に OUT5 が高インピーダンスから

低インピーダンスに切り替わります。

OUT5 には、外付けプルアップ抵抗が必要

です。 

Digital Output 

D1 20 D1 24 SET5 

監視スレッショルド 5 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET5 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 5 をディスエー

ブルするためには、SET5を ABP に接続し

ます。SET5 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

D2 19 D2 22 SET6 

監視スレッショルド 6 設定入力。 
外付けの抵抗分圧器でスレッショルドを設

定して電圧を監視します。SET6 のスレッ

ショルドは0.5Vです。チャンネル6をディ

スエーブルするためには、SET6を ABP に

接続します。SET6 を無接続のままにする

ことや GND に短絡することは避けてくだ

さい。 

Analog Input 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

D3 16 D3 19 ON 
非反転コンパレータ入力。このピンの電圧

が 0.5V を超えて上昇すると、電源オン・

シーケンス処理が開始します。 
Digital Input 

— — D4 15 OUT8 

オープン・ドレイン出力 8。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET7 ピ

ンの電圧がスレッショルド電圧（立上が

り）を超えると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT8 が低インピーダンスから高イ

ンピーダンスに変化します。電源オフ・

シーケンス処理中は、OFFの電圧が 0.5V
未満に下がると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT8 が高インピーダンスから低イ

ンピーダンスに切り替わります。OUT8 に

は、外付けプルアップ抵抗が必要です。 

Digital Output 

— — D5 14 OUT7 

オープン・ドレイン出力 7。 
電源オン・シーケンス処理中は、SET6 ピ

ンの電圧がスレッショルド電圧（立上が

り）を超えると、シーケンス遅延 tDLY の経

過後に OUT7 が低インピーダンスから高イ

ンピーダンスに変化します。電源オフ・

シーケンス処理中は、SET8 ピンの電圧が

0.5V 未満に下がると、シーケンス遅延 tDLY

の経過後に OUT7 が高インピーダンスから

低インピーダンスに変化します。OUT7 に

は、外付けプルアップ抵抗が必要です。 

Digital Output 

— — E1 21 SET7 

監視スレッショルド 7 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET7 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 7 をディスエー

ブルするためには、SET7を ABP に接続し

ます。 
SET7を無接続のままにすることやGNDに

短絡することは避けてください。 

Analog Input 
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ピン番号 

名称 説明 タイプ ADM6840S 
WLP 

ADM6840S 
24 ピン
TQFN 

ADM6840E 
WLP 

ADM6840E 
28 ピン
TQFN 

— — E2 20 SET8 

監視スレッショルド 8 設定入力。外付けの

抵抗分圧器でスレッショルドを設定して電

圧を監視します。SET8 のスレッショルド

は 0.5V です。チャンネル 8 をディスエー

ブルするためには、SET8を ABP に接続し

ます。SET8 を無接続のままにすることや

GND に短絡することは避けてください。 

Analog Input 

E3 15 E3 18 OFF 

非反転コンパレータ入力。このピンの電圧

が 0.5V より低くなると、電源オフ・シー

ケンス処理が開始します。このピンを無接

続のままにすることやオープンのままにす

ることは避けてください。 

Digital Input 

E4 14 E4 17 DLY 

調整可能なシーケンス遅延時間入力。 
DLY と GND の間にコンデンサを接続し

て、各 OUT の間のシーケンス遅延を設定

します。DLY を無接続のままにすると遅延

は 58µs（代表値）になります。 

Analog Input 

E5 13 E5 16 GND グラウンド。 Ground 

D4, D5, E1, 
E2 12, 17, 18 — 5, 7, 23 N.C. 

接続なし。 
N.C.ピンは、無接続またはオープンのまま

にします。いかなる電位（グラウンドや電

源）にも接続しないでください。 

— 

— — — — EP 

露出パッド。 
放熱を向上するため GND プレーンに接続

します。EP のみをグラウンド接続として

使用することは避けてください。 

— 
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代表的な性能特性 
特に指定のない限り、VDD = 5V、VON = VOFF = VABP、全 OUT_ = HIGH、TA = 25℃。 

 
図 6. 電源電流と電源電圧の関係 

 

 
図 8. 電源電流と ON 電圧の関係 

 

 
図 10. シーケンス遅延と CDLYの関係 

 

 
図 7. VDDの電源電流と温度の関係 

 

 
図 9. ABP の電圧と VDD電源電圧の関係 

 

 
図 11. 正規化された CDLY時間と温度の関係 
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図 12. 正規化された POK タイムアウト時間と温度の関係 

 

 
図 14. FAULT電圧ローとシンク電流の関係 

 

 
図 16. 正規化された UVLO スレッショルドと温度の関係 

 

 
図 13. OUT_電圧ローとシンク電流の関係 

 

 
図 15. POK 電圧ローとシンク電流の関係 

 

 
図 17. 正規化された SET_モニタリングと温度の関係 
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図 18. 正規化された SET_シーケンスOFFと温度の関係 

 

 
図 20. 電源オフ・シーケンス（CDLY = OPEN） 

 

 
図 22. UVLO からFAULTまでの遅延 

 

 
図 19. 電源オン・シーケンス（CDLY = OPEN） 

 

 
図 21. OFFから POK までの遅延 

 

 
図 23. FAULTから OUT8 までの遅延 
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図 24. ON の立上がり時のデイジーチェーン接続した 

2 つのデバイス（CDLY = OPEN） 
 
 
 
 

 
図 25. OFFの立下がり時のデイジーチェーン接続した 

2 つのデバイス（CDLY = OPEN） 
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動作原理 
ADM6840 は、シーケンサがオンになると（ON ピンの立上がりエッジで）、6 個または 8 個の電源をイネーブルし、シーケンサがオフに

なると（OFFピンの立下がりエッジで）逆順で電源をディスエーブルします。各電源がオンになると、ADM6840 はそれを監視します。 

シーケンサが電源オン・シーケンス処理を開始すると、ADM6840 はコンデンサで調整可能な遅延時間（tDLY）経過後に最初の出力

（OUT1）をイネーブルします。OUT1 をイネーブルした後、ADM6840 は、電圧検出入力（SET1）へのフィードバックによってそのイ

ネーブルした電源電圧を監視します。SET1 の電圧が、工場出荷時に調整可能なパワーグッド・タイムアウト時間（tPGT）のうちに電源オ

ン・スレッショルド電圧（VSEQON_TH = VMON_TH + VMON_TH_HYS）に達すると、シーケンサは遅延時間（tDLY）だけ待機してから 2 番目の出力

（OUT2）をイネーブルします。最後の出力チャンネルをイネーブルし、最後の検出入力チャンネルがスレッショルドに達するまで、こ

の電源オン・シーケンスが繰り返されます。この時点で、すべての SET_スレッショルドは、0.8%の精度の SET_モニタ・スレッショルド

（VMON_TH）に切り替わり、電源オン・シーケンス処理が完了します。電源オン・シーケンス処理中、DONE 出力がハイにアサートされ、

リセット・タイムアウト時間（tRP）経過後にパワーOK（POK）出力がハイにアサートされます。それによって、システムのマイクロコ

ントローラ（µC）がリセットされて動作できるようになります。 

ADM6840 は、各チャンネルがイネーブルされた後、シーケンス処理されて SET_にフィードバックされたそれぞれの電圧を監視します。

いずれかの電圧が VMON_TH 未満に低下すると、POK 出力がローにアサートされ、すべての出力が同時にディスエーブルされて全シーケン

ス電源が停止します。デバイスはフォルト状態になって、ステート・マシンの初期化フェーズに戻り、再度電源オン・シーケンス処理コ

マンドが入るのを待ちます。 

シーケンサが電源オフ・シーケンスを開始すると、10µs の遅延の後、POKがローにアサートされ、ADM6840 は遅延時間（tDLY）だけ待機

してから最後の出力チャンネルをディスエーブルします。最後の検出入力チャンネル電圧がその OFF スレッショルド（VSEQOFF_TH）未満

に低下すると、ADM6840 は遅延時間（tDLY）だけ待機し、その後次の出力をディスエーブルします。この電源オフ・シーケンス処理を、

最初の出力チャンネルがディスエーブルされるまで繰り返します。SET1 が VSEQOFF_TH に達すると、DONE 出力がローにアサートされます。 

ADM6840をカスケード接続すると、システム中でより多数の電源を制御できます。アプリケーション情報のセクションのデイジーチェー

ン接続機能を参照してください。 

FAULT入出力 
FAULTは双方向です。これはアクティブ・ローの入力であり、アクティブ・ローのオープン・ドレイン出力でもあります。入力フォルト

が検出されると、このピンはローにアサートされます。外部信号がこのピンをローにプルダウンすると、すべての出力が停止し、

ADM6840 がフォルト状態に設定されます。FAULTをアサートする条件の全リストについては、状態遷移図を参照してください。UVLO
の低電圧検出を除く何らかのフォルト条件が発生していている間に、パルス幅 80µs（代表値）のワンショット・パルスがアサートされま

す。マルチチップ・ソリューションでは、全FAULT入出力を接続できます。フォルト状態では、全デバイスの全出力が同時にオフになり

ます。 
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図 26. 外部フォルト応答 

 
図 27. 電源オン・シーケンス（OFFがハイからローに遷移）での内部フォルト応答 
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図 28. 電源オフ・シーケンス（ON がローからハイに遷移）での内部フォルト応答 

 
図 29. SET フォルト応答 
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図 30. パワーグッド・タイムアウト期間中の OUT およびフォルトの応答 

チャンネルのスキップまたはディスエーブル 
必要とするチャンネル数が 8より少ない場合には、SET_ピンを ABPピンに接続することによってチャンネルをスキップします。この場合

のシーケンス処理は 8 チャンネルのシーケンス処理と同様で、単に ADM6840 のチャンネル数が少ないものとして扱います。例えば、

SET8 が ABP に接続されていれば、チャンネル 8 の全ロジックがステート・マシンから削除され、このチャンネルについての遅延、タイ

マー、低電圧検出、フォルトがトリガされることがなくなります。全チャンネルがスキップされた場合は、初期化直後にDONEと POKを

アサートします。 

チャンネルのスキップは、フォルト状態後の初期化フェーズ中に判定されます。ADM6840 は初期化フェーズ中に各々の SET_電圧を確認

します。SET_の電圧が 0.5V を超えていれば、対応するチャンネルがスキップされます。そのため、フォルト状態後には SET_の電圧が

0.5V を下回るようにすることが重要です。電源への負荷が適切でない場合、そのチャンネルの SET_電圧の放電に時間を要する可能性が

あります。こうした状況は、スレッショルド電圧レベルが低い場合や、電源の負荷電流が小さい場合に、特に問題になります。 

ON 入力およびOFF入力 
ON 入力とOFF入力は 0.5V をスレッショルドとしてエッジでトリガする入力であり、電源シーケンス処理の起動に使用します。  フォルト

状態が存在していなければ、ON入力の立上がりエッジで電源オン・シーケンス処理が開始し、OFF入力の立下がりエッジでは逆順で電源

オフ・シーケンス処理が開始します。 

電源オン・シーケンス中、OFFピンで立下がりエッジが検出されるとFAULTがアサートされ、シーケンスが停止すると同時にすべての出

力がオフになります（図 27 を参照）。フォルト状態にならないようにするために、電源オン・シーケンスの完了後または通常動作中に

は、ON ピンで立上がりエッジが検出されてはいけません。 

電源オフ・シーケンス中、ON ピンで立上がりエッジが検出されるとFAULTがアサートされ、シーケンスが停止すると同時にすべての出

力がオフになります（図 28 を参照）。 

ON入力とOFF入力は通常は相互に接続して使用し、デイジーチェーンなどの特殊な場合には別々に使用します。アプリケーション情報の

セクションのデイジーチェーン接続機能を参照してください。 
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DONE 出力 
電源オン・シーケンス中、シーケンスの最後のチャンネルがアサートされると、DONE 出力がハイにアサートされます。スキップまたは

ディスエーブルされたチャンネルは、このシーケンスでは無視されています。例えば、OUT8がスキップされると、OUT7がアサートされ

た後に DONE 出力がハイにアサートされます。 

電源オフ・シーケンス中、最初のチャンネルがスレッショルド電圧（VSEQOFF_TH）未満になると、DONE 出力はローにアサートされます。 

パワーOK（POK）出力 
POK リセット・タイムアウト時間（tRP）には次のオプションがあります：20µs、1ms、5ms、10ms、20ms、30ms、50ms、100ms、200ms、
300ms、500ms、1000ms、2000ms。 

全チャンネルが電源オン・スレッショルド電圧（VSEQON_TH）に達すると、POK はハイにアサートされます。チャンネルがモニタリング・

スレッショルド（VMON_TH）未満に低下すると、POK がローにアサートされFAULTをトリガします。 

OFF入力に立下がりエッジがあると、POK は約 10µs の遅延の後、ローにアサートされます。 

パワーグッド・タイマー（PGT） 
PGT を用いると、出荷時に調整されたパワーグッド・タイムアウト時間（tPGT）以内に SET_で電源オン・スレッショルド電圧（VSEQON_TH）

に達するかどうかを調べて、電源の機能をチェックできます。 

PGT の時間が経過する前に SET_の電圧が 0.5V に達すると、内部のステート・マシンは PGT を停止します。ADM6840 は tPGT の終了を待

たずに、次のステップに移行できます。イネーブルした電圧のいずれかが tPGTの間に SET_ピンのスレッショルドに達しない場合、FAULT
出力がアサートされます。PGTは電源オン・シーケンス処理にのみ有効であり、電源オフ・シーケンス処理では使用されません（図 30参
照）。 

PGT（tPGT）には次のオプションがあります：20µs、10ms、50ms、100ms、500ms、PGT なし。 

PGT なしの場合、電源オン・シーケンスの間、電源出力がそのスレッショルドに到達するための時間制限はありません。デバイスは、

SET_ピンがスレッショルドを上回るまで待機してから、対応する OUT_をアサートします。POKリセット・タイムアウトは PGTタイマー

を再利用します。 
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状態遷移図 

 
図 31. 状態遷移図 
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アプリケーション情報 

SET_フィードバック・ループ抵抗の選択 
ADM6840 は 8 個の SET_入力を備えており、各 SET_入力のモニタリング・スレッショルド電圧（VMON_TH）は、0.5V（代表値）です。電

圧 V1 をモニタするには、図 32 に示すように、抵抗分圧ネットワークを回路に接続します。モニタされるスレッショルド電圧を計算する

には、次式を用います。 

 
図 32. SET_ピンのフィードバック・ループ抵抗 

外部抵抗を選択する場合は、精度と消費電力のバランスを図ってください。電圧モニタには、リーク電流が±100nAの高インピーダンス入

力があります。このリーク電流はスレッショルド電圧の全体的な誤差に寄与し、この誤差はスレッショルドを設定するために用いる抵抗

値に比例します。小型で値の大きな抵抗は、誤差は小さくなりますが、消費電力が増加します。次式を用いると、許容可能な誤差に応じ

た抵抗値を見積もることができます。 

 
ここで、eA は、入力リーク電流に起因する、許容可能な最大絶対抵抗分圧器誤差（±1%の場合 0.01 を使用）、V1 は、モニタされる電源

のパワーグッド・スレッショルド、ISETは、最も厳しい条件の SET_入力リーク電流（表 1 参照）です。R2 は次式で計算します。 

 
抵抗分圧器に起因する誤差に加え、eA 誤差が追加されます。 

電源オフ・スレッショルドが適用される場合は、POK がローにアサートされた後、逆電源シーケンスが開始され、コンパレータのリファ

レンス電圧が VSEQOFF_THに変化します。 

VSEQOFF_THには次のオプションがあります：VMON_TH、67%VMON_TH、33%VMON_TH、10%VMON_TH。 

 

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート ADM6840 
 

analog.com.jp Rev. A | 28 of 33 

シーケンスの遅延時間 
電源オン・シーケンスが開始する場合、シーケンス遅延時間入力（DLY）には 4µAの内蔵電流源と直列に内部スイッチがあり、DLYピン

の CDLYに接続されています。電圧が 0.5V のスレッショルドに達するまでこの電流が直線的に CDLYを充電し、次のチャンネルのイネーブ

ルを続行する信号を発します。DLY と GND の間にコンデンサ（CDLY）を接続して、シーケンスする各チャンネル間に発生するシーケン

ス遅延時間（tDLY）を調整します。次式を用いて遅延時間を見積もります。 

 
ここで、tDLY の単位は秒、CDLY の単位はファラッドです。DLY を無接続のままにすると遅延は最短で 58µs（代表値）になります。図 33
に示すように、各 tDLYの後、DLY コンデンサは 51µs（代表値、tDISCHARGE）の間に（内蔵の 4Ω で）放電します。tDLYの精度は CDLYコンデ

ンサのリーク電流および許容誤差の影響を受けます。低リークのセラミック・コンデンサの使用を推奨します。 

51µs の放電時間の場合、与えられた式を用いてシーケンス遅延を最大 500ms に正確に見積もるには、外部コンデンサを最大で 4µF に制限

する必要があります。この容量を超えると、図10に示すように、計算した遅延時間との差が生じます。そのため、別の tDISCHARGEオプショ

ンを考慮することが必要となる可能性があります。なお、この推奨事項は、8 電源を監視なくシーケンス処理のユース・ケースにのみ適

用される点に注意してください。 

 
図 33. シーケンスの遅延タイミングと放電時間 

プルアップ抵抗の値 
オープン・ドレイン出力のプルアップ抵抗の値には厳密な正確さは必要ありませんが、デバイスが電流を引き込んでいるときのロジッ

ク・レベルを正しく保つには考慮が必要です。例えば、VDD = 3.3V でプルアップ電圧が 5V であれば、表 1 に示すようにシンク電流を

3.2mA 未満に保持します。これにより、プルアップ抵抗は 1.6kΩ よりも大きくする必要があります。プルアップが 12V であれば、抵抗値

は 3.74kΩ よりも大きくします。 

ADM6840 のデイジーチェーン接続 
複数の ADM6840 デバイスをデイジーチェーン接続することによって、多数の電圧のシーケンス処理と監視が可能です。監視されている

入力のいずれかでフォルトが発生すると、FAULTがローになり高速パワーダウンをトリガします。ADM6840 のFAULTピンはすべてまと

めて接続し、フォルト時には全電源がオフになるようにします。2 つのデバイスをデイジーチェーン接続した例を図 39 に示します。 

レイアウトとバイパス処理 
ノイズ耐性を改善するため、0.1µFのコンデンサをできるだけデバイスの近くに配置して、VDDを GNDにバイパスします。0.1µFのコンデ

ンサをできるだけデバイスの近くに配置して、ABP を GND にバイパスします。SET_入力の浮遊容量はできるだけ小さくします。分圧器

抵抗の配置はできるだけ ADM6840 に近づけます。露出パッド（EP）は放熱を改善するためグラウンド・プレーンに接続します。EP のみ

をグラウンド接続として使用することは避けてください。 
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オーダー・ガイド 

 
+ 鉛（Pb）フリー／RoHS 適合のパッケージであることを示します。 

T = テープのリール巻き 

 

選択ガイド 
ADM6840 には、様々なバリエーションやデバイス・オプションがありますが、必ずしもすべてのオプションが市販されているわけでは

ありません。販売されているバリエーションは標準モデルと呼ばれ、オーダー・ガイドに記載されています。標準モデルの最新リストに

ついては、製品ページのサンプルと購入の項目を参照してください。標準モデル以外についてはアナログ・デバイセズの代理店にお問い

合わせください。また、サンプルや製品ユニットのリード・タイムは長期になる可能性がある点をご承知おきください。 

 
図 34. 選択ガイド 
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ユース・ケース 
8 電源をシーケンス処理および監視 

 
図 35. 8 電源をシーケンス処理および監視する回路 

8 電源を監視なくシーケンス処理 

 
図 36. 8 電源を監視なくシーケンス処理する回路 
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8 電源をシーケンス処理および監視するためのパワーグッド／パワーOK 出力 

 
図 37. 8 電源をシーケンス処理および監視するためのパワーグッド出力回路 

チャンネルをディスエーブル／スキップして電源をシーケンス処理および監視 

 
図 38. チャンネルをディスエーブル／スキップして電源をシーケンス処理および監視する回路 
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デイジーチェーン接続機能 

 
図 39. 複数の ADM6840 回路を使用するデイジーチェーン接続 
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ここに含まれるすべての情報は、現状のまま提供されるものであり、アナログ・デバイセズはそれに関するいかなる種類の保証または表

明も行いません。アナログ・デバイセズは、その情報の利用に関して、また利用によって生じる第三者の特許またはその他の権利の侵害

に関して、一切の責任を負いません。仕様は予告なく変更されることがあります。明示か黙示かを問わず、アナログ・デバイセズ製品ま

たはサービスが使用される組み合わせ、機械、またはプロセスに関するアナログ・デバイセズの特許権、著作権、マスクワーク権、また

はその他のアナログ・デバイセズの知的財産権に基づくライセンスは付与されません。商標および登録商標は、各社の所有に属します。

ここに記載のすべてのアナログ・デバイセズ製品は、販売状況および在庫状況に依存します。 
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